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授業にゲームを
教員よ，ゲームデザイナーたれ！　　藤川大祐
シミュレーションをゲームとして考える　　太田浩子
HUGで考える災害現場と医療者としての対応　　
牧野典子

認知症予防ゲームづくりで学生が得られること　　
庄藤智恵美

i─PEGとビブリオバトルを用いた医療全体の理解　　
廣瀬清英

科学技術と社会をつなぐコミュニケーション型推理ゲーム　　
福山佑樹

【焦点】
大学入試改革と看護教育への影響・後編　　濱名篤

【新連載】
看護に恋した哲学者と読む　ベナーがわかる！腑に落ちる！・1　　
榊原哲也

【連載】
ティーチング・ポートフォリオ作成講座・2　　栗田佳代子・吉田塁
Nと Eと LGBTQ・2　　浅沼智也
つくって発見！　美術解剖学の魅力・5　　阿久津裕彦
授業を良くする！　教育関連理論・7　　西野毅朗

●今号より『Nと Eと LGBTQ』という
連載が始まりました。以前，看護学生と
医学生ペアによる LGBTに関する連載
がありましたが，今回は「Q」が入ってい
るのがポイントで（何がQなのかは本文
ご参照），性の多様性がより広がったこ
とを示しています。●「多様性」という言
葉は現代社会のキーワードですが，これ
がいま強調されるのは，現実としてはむ
しろ多様性の否定に躍起になる勢力が台
頭しているからかもしれません。看護師
は「患者の個別性」を重視します。これは，
取りも直さず「人間の多様性の尊重」では
ないでしょうか。その否定に与すること
がないよう，本連載から多様性理解の情
報を得て，教育現場で活かしていただけ
れば幸いです。●ちなみに，本文中の「性
的指向」と「性自認」を考えるには，2月
に公開された映画『アバウト・レイ  16
歳の決断』がお勧めです。 ……大野
●記事や取材先などで，看護師は問題解
決志向だから… …というお声を本当に
たくさん伺ってきました。それがあまり
に頻繁で，不思議だなぁと感じたところ
から，今回の特集になりました。企画か
らご執筆，インタビュー，対談をお願い
している間，自分としては，問題解決志
向ではない発想の方々を，島々を渡る鳥
のようにグルリと移動している気分に
なっていましたが，いざ，いただいてき
たお原稿やお言葉をみていくと，渡り鳥
とは私の勘違いで，みなさん共通して，
医療者対患者，教員対学生という，これ
まで上下で語られてきた，そもそもの関
係性に共通した問いを出されていること
に気づきました。雑誌を編集していて楽
しいな，と思える瞬間でした。 ……番匠
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VRで未来を変える

私たちのストレスケア

VRで未来を変える。大げさなタイトルと思われたかもしれませ
ん。VR技術はますます発展を遂げていき，今や触覚もふくめた
五感までも体験できるようになってきました。また VRを体験す
るためのデバイスも，高品質で比較的廉価なものが普及し始め，
確実に VRへのハードルは下がってきています。VR技術が今後発
展していくことは疑いようがないでしょう。
しかし，VRという看護教育にとって新たな技術を，単に新しい
という理由で，未来を変える教育ツールとして，ご紹介しようと
は考えていません。VR「で」未来を変える，というタイトルには，
開発者たちの，看護，ケア，そしてその教育で感じている問題点を，
多職種で専門知を結集していきながら，看護教育を改善していこ
うとするパワーを込めています。
そういう意味で，今回ご紹介する，日本で初めての看護教育用
VRが，認知症をテーマにしたものだったのは，必然だともいえ
ます。認知症は，医療専門職だけでなく，介護や家族，社会全体
で取り組んでいくもの。いわば，多職種の知が結集している場で
す。たとえ非看護職であっても，看護，看護教育に期待されてい
る方が大勢いらっしゃいます。そうした方々の声が，エールとなっ
て皆様に届くことを祈念します。
そして本特集が，日々の看護教育に悩まれ，改善を試みられてい
る方々に，楽しみながらイノベーションを起こすことの，お誘い
になれば何よりの喜びです。

■教育における VRの活用を展望する 
……………………………………廣瀬通孝
■VR×看護教育　患者の立場に立てる教
育方法をめざして…………………………
……山川みやえ／古谷和紀／内藤知佐子
■VR体験とこれからのケアをつなぐ学習
プログラム─ルーブリック評価，教員の
活用方法とともに…………………………
…………………内藤知佐子／山川みやえ

■【座談会】VRの可能性に託した，看護教
育への信頼と展望…………………………
下河原忠道／内藤知佐子／古谷和紀／ 

堀田聰子／山川みやえ

【2018年 1月号（Vol.59 No.1）】

インストラクショナル 
デザインを活かす

【2017年 12月号（Vol.58 No.12）】

省察的実践者を育む
ショーンからの提起とともに

【2017年 11月号（Vol.58 No.11）】

ティーチング・ポートフォリオ
で得られること

【2017年 10月号（Vol.58 No.10）】

実践的思考力を育む
【2017年 9月号（Vol.58 No.9）】

学生とつくる授業
学生がつくる授業

【2017年 8月号（Vol.58 No.8）】

「読む，書く，話す」で， 
教育力の充実を

学校現場は，今更ながら「ブラック職場」であるといわれ始めてい
るように，教員はストレッサーが多い職業です。看護師も一時期
は「3K，4K」などといわれ，ストレスが多いことは知られています。
どちらの職業も，ミッション遂行にきわめてまじめに取り組み，
かついまだ滅私奉公的な考えをもつ人が少なくないことから，ス
トレスが原因でメンタルヘルスを害してしまうケースは珍しくあ
りません。そんな「教員」と「看護師」双方の面をもつ「看護教員」が
ストレスケアが必要になる機会が多いのは，当然といえます。
ストレスの多い教員，看護師のストレスケアについての調査・研
究は多く，さまざまな場で発表もされてきました。しかし，看護
教員のストレスケアについては，なぜかほとんど取り上げられて
きていません。つまりは，ケア自体は本人任せであったといえる
でしょう。自主的な対応はもちろん大事ですが，ストレスケアに
は，組織的な対応が必ず求められます。今回の特集は，看護教員
が抱えるストレス源をあらためて浮き彫りにし，ストレスケアの
仕方を，個人にできることと組織で行うべきことの双方から提案
しようというものです。
自分自身および学校や大学の仲間のメンタルを守るためにも，
1人ひとりができることから始め，周りにはたらきかけてみてく
ださい。

■職業的アイデンティティと職業性ストレ
ス─看護教員のメンタルヘルス対策に
向けて…………………………福永ひとみ
■「ストレス自慢」をやめて「ストレスフ
リーの場」をつくりませんか─教育職
場のストレス構造とその軽減方法に関す
る考察……………………………筒井美紀

■さまざまな形での教員へのメンタルサ
ポート……………………………椋田容世
■ストレスはつきもの─自らの限界を知
り，載せ過ぎた「荷物」をおろそう ………
…………………………………宮子あずさ
■研究教育機関におけるアカデミック・ハ
ラスメントを考える─学びやすく，働
きやすい教育現場をつくるために………
…………………………………湯川やよい
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